
 第２学年 算数科学習指導案 
日 時 平成１９年９月７日（金）５校時 
児童数 男子１４名 女子９名 計２３名 

                           指導者 三好 幹子 
１ 単元名 かけ算（１）新しい計算を考えよう 
   
２ 単元について 
（１）教材について 

本単元は、学習指導要領で示されている内容の「Ａ（３）乗法の意味について理解し、それ

を用いることができるようにする。」を学習することを目的として構成した。 
  これまでに、１学年では、具体的な事柄について「２とび」「５とび」で数えるなど同じ大

きさの集まりとしてとらえる学習をした。また、「100を６個集めた数は 600である。」といっ
たように数の理解と関連づけて、「ひとまとまりの数」と「まとまりの数」からものの総数を

求める活動を通し、乗法の素地的な学習をしてきている。 
   本単元では、これらの学習をもとにして、具体的な量ａのｎ個分がｍであることをとらえ、

これをａ×ｎ＝ｍと表現する活動へと導き、５の段の九九、２の段の九九、３の段の九九、４

の段の九九を導入・構成し、その記憶と適用をはかる学習を行う。 
   第１小単元では、乗法の意味を理解させるにあたって、どの数量をひとまとまりとするか、

さらに、そのひとまとまりがいくつあるかを明確にし、全体の量を「～の～つ分」と、とらえ

させる。そこから、「一つ分の大きさ」「いくつ分」という言葉を知り、「○の□つ分が△」で

あることを○×□＝△と書き、「○かける□は△」と読めるようにする。そして、乗法は「一

つ分の大きさ」を「いくつ分」だけ累加すればよいことを理解させる。 
 第２、第３小単元では、第１小単元で学習した乗法の意味や「一つ分の大きさ」「いくつ分」

などの理解について反復的な指導を行い、その理解を深めながら、各段の九九を構成できるよ

うにする。また、九九の性質である「かける数が１増えると、答え（積）はかけられる数だけ

増える」の意味理解と、その性質を活用して九九を構成することで、数学的な考え方も高めて

いくようにする。 
 本単元の学習は、かけ算（２）で九九の構成を完成させ、さらに第３学年でのかけ算の筆算、

わり算への学習へと発展する。 
 （２）児童の実態 
     本学級は、算数が好きな児童が多く、特に計算問題には熱心に取り組む姿が見られる。しか

し、計算の仕方を表現したり、自分の考え方を他人に説明したりすることには個人差が見られ

る。また、四則が混じった文章題の立式になると、解答が困難になったり、引く数と引かれる

数を逆に書いたりすることがある。それは、問題構造をとらえずに解こうとしたり、計算の意

味理解がたりなかったりするためだと考える。そこで、九九の意味や性質をよく理解させ、説

明できるようにさせたい。児童の中にはすでに九九を記憶し唱えられる児童もおり、関心は高

い。しかし、かけ算の意味については理解しておらず、「かけ算＝九九」と考えがちである。

そこで、児童の乗法に対する意欲を大事にしながら、絵や図、ブロック、アレイ図などを用い、

どれが「一つ分」で、どれが「いくつ分」の数になるかという、乗法の基本をしっかりとらえ

させ、自力で九九の構成をし、記憶していくおもしろさに気づかせていきたい。そのなかで、

九九の性質を発見することの楽しさを味わわせ、数量や式の見方を広げたり、発見した九九の

性質やかけ算の意味を活用して自分なりの考えで九九を構成する楽しさを味わわせ、数学的な

考え方を高めていきたい。 
 （３）指導にあたって 

 「かけ算」は、まったく新しい内容である。そこで、乗法をどの児童もつまずきがなく学習

できるように、乗法の意味の理解、積の求め方、各段の九九の構成、記憶と適用、乗数と積の

大きさの考察と段階を踏んで指導する。 



 まず始めは、どの数量を「一つ分の大きさ」とし、さらにそれが「いくつ分」あるかをしっ 
かりととらえさせるために具体物をブロックなどの半具体物に置き換えさせたり、式からブロ 
ックの並び方を考えさせたりして、乗法の意味理解の定着に重点を置いて、指導を進めるよう 
にする。 
 次に、乗法の意味や積の求め方の理解について反復的な指導を行い、その理解を再び具体物 
やブロック、アレイ図などの半具体物を使ってよりいっそう深めながら、九九を構成すること 
を指導する。また、九九を覚えていくと計算が速くて便利であるという有効性に気づかせ、九 
九の記憶の指導だけに偏らないようにしていく。 
そして最後に、乗法の意味や積の求め方、九九の構成、記憶、適用をもとにして「乗数が１ 
増えると、積は被乗数の数だけ増える」を具体的な事実と結びつけて理解させる。 
授業の導入では乗数が成り立つ場面を具体的にイメージできるようにしながら、既習の内容 
や方法をもとに答えの求め方を考えさせ、どの子も意欲的に自力解決ができるようにさせたい。

また、そのような学習を繰り返すことで、前時までの既習内容が次の学習につながることを意

識できるようにしていく。 
 それから、乗法九九の数の並びの規則性にも触れさせ、九九のきまりやひみつを見つける楽

しさを感じられるような学習を目指す。 
 さらに、生活との関連を図りかけ算に対する関心を高め、よりかけ算の理解を深めるために、

単元の学習を通して、「かけ算さがし」を行う。身の回りでかけ算の式に表せる事柄（場面や

図、絵）を探す活動を取り入れ、児童が探したかけ算の場面を、九九の構成の学習に取り上げ

ていきたい。 
 

３ 単元の目標 
【関心・意欲・態度】 
・乗法のよさについて気づき、ものの全体の個数をとらえるときに進んで乗法を用いよう

とする。 
    【数学的な考え方】 
      ・乗法九九が用いられている場合について、「一つ分の大きさ」「いくつ分」をとらえて全

体の個数の求め方について考える。 
    【表現・処理】 

・乗法が用いられる場合を具体物や式で表すことができる。 
・乗法九九（５，２，３，４の段）の構成し、確実に唱えることができる。 

    【知識・理解】 
      ・乗法が用いられる場合を理解する。 
      ・乗法九九（５，２，３，４の段）の構成のしかたを理解する。 
  
４ 教材の関連と発展 
       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

第 1学年 
 

⑥10よりおおきいかず 

・２ずつ，５ずつまとめて数

えること。 

 

⑫20 よりおおきいかず 

・数の構成に基づく数の数え

方。 

 

第 2学年 
 

本単元 かけ算（１） 
・かけ算の意味 
・積の求め方 
・５，２，３，４の段の九九

の構成と記憶と適用 
・乗数の積の大きさの考察 
 

⑪かけ算（２） 
・６，７，８，９，１の段の

九九の構成、記憶と適用 
・乗法について成り立つ性質 
 （交換法則，分配法則） 
・九九の活用 
・倍の概念の理解 
・九九表のきまり 
 

第 3学年 
 

①かけ算 

・０のかけ算 

・分配法則の活用 

・交換法則の活用 

・ａ×□，□×ａ  

 

⑪かけ算の筆算（１） 

・何十，何百×１位数の計算 

・２，３位数×１位数の筆算 

・乗法の結合法則 

 

⑭かけ算の筆算（２） 

・１，２位数×何十の計算 

・２位数どうしの筆算 

・計算のきまりや法則を用い

た乗法計算の工夫 

・２，３位数×１位数の暗算 

 

③わり算 

・わり算の答えの求め方 

・倍の第１用法 
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５ 指導計画 第１小単元

目標 評価規準 学習活動 指導のポイント

１ プロローグ
・ 新しい計算（かけ算）への興味・関心を高める。
２

・「１つ分の大きさ」 ＜考＞「１つ分の大 ・全部でいくつか調べよう
「いくつ分」をとら きさ」、「いく ・かけ算が当てはまる場面と当てはまらない場面の違いを知る。
えることができる。 つ分」をとらえ ・同じ数ずついくつか集まっているものは数えやすい

ることができ ・同じ数ずつ集まっていない数えにくい ・複数の場面から、「 つ分」1
る。 ・「１台□人ずつ□台分で□人」の形で表そう。 「いくつ分」をとらえさせる

・他の場面を、かけ算の意味に合わせてとらえる練習をする。

３ ・乗法の意味を理解す ＜表＞場面を、乗法 ・場面を式に表そう。
・ る。 の式に表したり かけ算の意味を一般化 ・複数の場面から、「 つ分の1
４ ＜用語＞ 読んだりするこ 言葉の式「 つ分の数」×「いくつ分」＝「全部の数」 数」、「いくつ」、「全部1

かけざん とができる。。 意味 「１つ分をいくつか集めて全部の数を求める」 数」を一般化すること
「１つ分の数」 ＜知＞乗法の式の意 ・式のよみ方を知る。
「いくつ分」 味を理解するこ
「全部の数」 とができる。

５ ・乗法の意味の理解を ＜表＞場面を乗法の ・かけ算の式に表そう。 ・「 つ分」、「いくつ」をと1
深める。 式に表したり、 ・絵や並べられたおはじきかけ算の式にする らえて説明しながら立式さ

乗法の式から場 せる
面を表現したり ・式からお話を作ろう ・「 つ分」「いくつ分」を明1
することができ ・お話をつくる 確にしてお話をつくる
る。 ・話形を決めて「１つ○こ

のまとまりが□こありま
す」

・おはじきに表して

６ ・乗法の答えは、被乗 ＜表＞乗法の答えを ・かけ算になる場面提示 ・複数例提示→一般化
数を乗数の 数だけ 被乗数を乗数の ・立式 根拠（ つ分のまとまりがいくつあること）を確認 ・立式の根拠（ つ分のまとま1 1
累加して求められる 数だけ累加する ・かけ算の答えの求め方を考えよう。 りがいくつかあること）に基
ことを理解する。 方法で求めるこ ・かけ算（場面）の意味に基づいて、累加で解決（○コのま づいて、累加の方法で解決さ

とができる。 とまりが□コあるからたし算） せる。（詳しい見通しを行わ
・複数例で一般化 ない）

・かけ算の答えは、たし算で求めることができる。

７ ・身の回りから乗法の ＜関＞かけ算の式に ・かけ算の式に表そう。
場面としてとらえら 表せる場面し式 ・１つの場面でも、別の式になる場面。 →家庭学習との連動、掲示
れる場面をさがし、 に表す活動に取 ・単元の学習をとおして、「かけ算さがし」をしていこう。
乗法に関心を持つ。 り組む。

第２小単元

目標 評価規準 学習活動（解決のアイディア・指導上の意図） ・指導のﾎﾟｲﾝﾄ ※解決のｱｲﾃﾞｨｱ

１ ・５の段の九九を構成 ＜考＞乗法の意味に ・事象を式化する活動（かけ算の意味理解）
することができる。 基づいて、５の ＜問題文中の言葉と絵を頼りに「１つ分」、「いくつ分」をつ ・「何がいくつ」と見るか
・５を何回かたし 段の九九の構成 かむ＞ ５×１＝５ （かけ算意味理解、式化の力）
て求める のしかたについ ５×２

＜用語＞ て考えている。 ５×３
九九、５の段 ５×４

・かけ算の答えを求めよう （５×４まで） ※予想される解決方法
・５×２＝５＋５ ○累加（かけ算の意味に基づ
・５とび いて）で求答
・アレー図を数える ・５とびに数える

・つづきの５×９までを求めてみよう ・数える
・累加の考えを当てはめて解く ↓

・累加で求めた考えとかけ算の意味を対応させ、考えが正しいこ 「累加」の考えに収束
とを確認する。 ↓

「累加」の考えを当てはめ
５の段の九九 る

「５ずついくつか集めて全体の量を求めるもの」
５を何回かたして求める
（他の九九もありそう、作れそう）

２ ・５の段の九九を記憶 ＜表＞５の段の九九 ・九九の記憶
・ し、適用する。 を唱えることが ・問題への適用 ・適用問題の吟味（要素順構造
３ ・５の段の九九の理解 できる。 と逆構造の両方）

を深める。 ＜表＞５の段の九九 ・５ずつ増えている意味を確認
を用いて、身の ・増えている５は「 つ分1
回りの問題を解 の数」
決することがで
きる。

４ ・２の段の九九を構成 ＜考＞乗法の意味に ・事象を式化する活動（かけ算の意味理解）
することができる。 基づいて、２の ＜問題文中の言葉と絵を頼りに「１つ分」、「いくつ分」をつ ・「何がいくつ」と見るか
・２を何回かたし 段の九九の構成 かむ＞ ２×１＝２ （かけ算意味理解、式化の力）
て求める のしかたについ ２×２

＜用語＞ て考えている。 ２×３
九九、２の段 ２×４

２×５
・２の段の九九をつくろう （２×５まで） ※予想される解決方法

・２×２＝２＋２ ○累加（かけ算の意味に基づ
・２とび いて）で求答
・アレー図を数える ・１つ前の九九に２をたす（
・１つ前の九九に２を 累加の省略）
たす（途中の累加を ・２とびに数える
結果のみで表す） ・数える

・つづきの２×９までを求めてみよう ↓
・累加の考えを当てはめて解く 「累加」の考えに収束
・１つ前の九九に２をたす（途中の累加を結果のみで表す） ↓

・かけ算の意味を対応させ、考えが正しいことを確認する。 「累加」の考えを当てはめ
る

２の段の九九
「２ずついくつか集めて全体の量を求めるもの」

２を何回かたして求める
～２の段には、２ずつ増える秘密がありそう～
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５ ・２の段の九九を記憶 ＜表＞２の段の九九 ・九九の記憶
・ し、適用する。 を唱えることが ・問題への適用（要素順構造・逆構造） ・適用問題の吟味（要素順構造
６ ・２の段の九九の理解 できる。 と逆構造の両方）

を深める。 ＜表＞２の段の九九
を用いて、身の ・２ずつ増えている意味を確認
回りの問題を解 ・増えている２は「 つ分1
決することがで の数」
きる。

第３小単元

目標 評価規準 学習活動（解決のアイディア・指導上の意図） ・指導のﾎﾟｲﾝﾄ ※解決のｱｲﾃﾞｨｱ

１ ・３の段の九九を構成 ＜考＞乗法の意味に ・事象を式化する活動（かけ算の意味理解）
することができる。 基づいて、３の ＜絵のみから「１つ分」、「いくつ分」をつかむ＞ ３×４ ・絵のみから、「何がいくつあ

∧ ・３を何回かたし 段の九九の構成 ・「いくつ分」が１、２、３の場合も立式 る」と見るか
本 て求める のしかたについ （かけ算意味理解、式化の力）
時 ・１つ前の九九に て考えている。 ・３の段の九九をつくろう
∨ ３をたして（３ ・かけ算の意味に基づいて積を求める活動（みんなで）

をひいて） ３×１＝３
＜用語＞ ３×２＝３＋３＝６
かけられる数、 ・自力解決（３×３、３×４）
かける数 ・かけ算の意味に基づいて解決

３×３＝３＋３＋３＝９ ※予想される解決方法
３×４＝３＋３＋３＋３＝１２ ○累加（かけ算の意味に基づ

・「３ずつ増えるひみつ」を見通して解決 いて）で求答
３×３＝６＋３＝９ ○前の九九に３を加える

( )↓＋３ 九九の性質を見通して
３×４＝９＋３＝１２

・各自の考え方の説明・理解 ・考えの根拠を説明させる、友
・「かける数」が１増えると積が３増える根拠を考える だちの考えを理解させる

アレー図、式との対応（意味の理解） ・九九の性質（３ずつ増える）
・ひみつ「３ずつ増える」を使って九九をつくろう の意味を確認（アレー図）

３の段の九九
「３ずついくつか集めて全体の量を求めるもの」 ・「１つ前の九九に３をたす」

１つ前の九九に３をたしてもつくることできる のよさに気づかせ収束

２ ・３の段の九九を記憶 ＜表＞３の段の九九 ・九九の記憶 ・適用問題の吟味（要素順構造
・ し、適用する。 を唱えることが ・九九の性質の確認 と逆構造の両方）
３ ・３の段の九九の理解 できる。 ・問題への適用（要素順構造・逆構造）

を深める。 ＜表＞３の段の九九 ・５、２、３の段から、「１つ
を用いて、身の 分ずの数」（かけられる数）
回りの問題を解 ずつ増えているこ とをまと

( )決することがで める。 九九の性質の一般化
きる。

４ ・４の段の九九を構成 ＜考＞乗法の意味に ・事象を式化する活動（かけ算の意味理解）
することができる。 基づいたり乗法 ＜絵のみから「１つ分」、「いくつ分」をつかむ＞ ４×５ ・絵のみから、「何がいくつあ
・４を何回かたし 性質を予想した ・かけ算の意味に基づいて積を求める活動 る」と見るか
て求める りして、４の段 ４×５＝４＋４＋４＋４＋４ （かけ算意味理解、式化の力）

・１つ前の九九に の九九の構成の ・九九の立式
４をたして求め しかたについて ・九九を構成しよう
る（４をひいて 考えている。 ・既習を使い、４×６、４×４を自力解決 ・九九の途中から求答（既習の

＜九九は＞ ・累加（かけ算の意味に基づいて） 考えの活用）
・１つ分の数をた ・九九の性質を活用して（４ずつ増える）
す ・４×５に４を加える ※予想される解決方法

・１つ前の九九に ・４×５から４を減じる ○累加（かけ算の意味に基づ
１つ分をたす ・各自の考え方の説明・理解 いて）で求答

・「かける数」が１ふえると積が４増える根拠を考える ・４×５に４を加える
アレー図、式との対応（意味の理解） ・４×５から４を減じる

・残りの計算をし、九九を完成させる。 ・４の段の九九の和
触れたい考え ・４の段の九九の差
・４の段の九九の和 ４×８＝４×５＋４×３
・４の段の九九の差 ４×２＝４×５－４×３ ・考えの根拠を説明させる、友

だちの考えを理解させる
４の段のかけ算 ４増える根拠

「４ずついくつか集めて全体の量を求めるもの」
４を何回かたして求める

＜知＞九九の構成の １つ前の九九に４をたして求める（４をひいて）
しかたを理解し
ている。 かけ算「１つ分の数」を「いくつ」か集めて「全部の数」を ・「累加」、「１つ前の九九に

求める かけられる数をたす」を九九
・１つ分の数をたす 一般の構成の方法としてまと
・１つ前の九九（かけ算）に１つ分をたす める。

５ ・４の段の九九を記憶 ＜表＞４の段の九九 ・九九の記憶 ・適用問題の吟味（要素順構造
・ し、適用する。 を唱えることが ・九九の性質の確認 と逆構造の両方、交換法則に
６ ・４の段の九九の理解 できる。 ・問題への適用（要素順構造・逆構造） つながる問題）

を深める。・ ＜表＞４の段の九九 ・交換法則（図をもとにした問題）
を用いて、身の 。
回りの問題を解
決することがで
きる。

７ ・九九の理解を深める ＜関＞場面を言葉や ・事象から式化する活動
。 式に表現したり ・式をよむ活動（式から問題を作る活動）

式から場面を考
えたりして、乗
法の意味を考え
ようとしている

＜考＞場面を言葉や
式に表現したり
式から場面を考
えたりして、乗
法の意味を考え
ている。



６ 本時の指導 
（１） 目標 3の段の九九を構成することができる。 
（２） 展開 
 

 
 
 

時 
間 

学習活動 指導上の留意点・評価 備考 

つ

か

む 
５

分 

１． 問題を把握する 
 絵を提示し、何をしているところか話し合う。 
・ コーヒーカップに 3人ずつ乗っている。 
・ 同じ数ずつ乗っているからかけ算でできそうだ。 
コーヒーカップ４台分の場合について、２の段で学習したこと

をもとに立式する。 
・ ３人ずつ４台分だから、３×４になる。 
２． 課題をつかむ 
 
 

・同じ数ずつ乗っていることに気づか

せ、かけ算で求められそうだという見

通しをもたせる。 
・題意をとらえさせるために、コーヒ

ーカップに乗っている絵を提示し、３

の段の九九を作ることを理解させる。 
・どれも「一つ分」であることを押さ

え、それが「いくつ分」あるのかを確

認しながら立式させる。 

紙板書 
絵 
 

 
み

と

お

す 
・ 
た

し

か

め

る 
 
 

30
分 

３． 課題解決の見通しを持ち、解決を図る。 
３×１から３×４まで立式する。 
３×１から３×２までの答えの求め、確認する。 
・２の段で学習したことをもとに、たし算を使って３ずつた 
していく。 
３×３と３×４の答えの求め方を考える。 
自分の考えをもとに気づいたことを発表し話し合う。 

   ・３×３＝ ９（３＋３＋３） 
   ３×４＝１２（３＋３＋３＋３＝１２） 

５の段、２の段と同じようにたし算で求められそうだ。 
  ・３×３＝ ９（６＋３＝９） 
   ３×４＝１２（９＋３＝１２） 

一つ前の答えに３をたせば求められそうだ。 
 ３×５を３×４の答えに３をたして答えを求める。 
・３×５＝１５（１２＋３）  

４．適用を図る 
  同様に、３×６～３×９ までの答えを求める。 
  ３×６＝１８（１５＋３） 
  ３×７＝２１（１８＋３） 
  ３×８＝２４（２１＋３） 
  ３×９＝２７（２４＋３） 
 
 
５．用語「かけられる数」「かける数」を知り、式で確かめる。 

・黒板に掲示した絵を手がかりに、コ

ーヒーカップ１台、２台、３台、４台

分まで立式させ、順に累加などで求め

させる。 
・絵と式を比べながら確かめる。 
・自力で解答できない子には、１台増

えるごとに何人増えるかを教科書

の絵を見ながら確認させる。 
【考】乗法について成り立つ性質を用

いて、九九の構成のしかたについて

考えている。 
・累加の方法を用いず答えを求める方

法に気づかせる。 
・求める九九の一つ前の九九の答えに 
３をたして求める方法を使って３×

５の答えを求めさせる。 
・アレイ図をマスキングしながら提示

し、視覚的に３ずつ増えていることを

理解させる。 
・かけ算の性質をつかうと簡単に３の

段の答えが出るよさに気づかせる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電子ボード 

ま
と
め
る 
５
分 

６．まとめをする。 ・一つ前の積に３をたすことで答えが

求められることをアレイ図で確かめ

られるようにする。 

 

広
め
る
５
分 

７．本時の学習を振り返り、学習感想を書く。 ・本時の学習を振り返らせ、自分なり

の感想をもたせる。 
 

一つ前の九九の答えに３たすと

よい。 

３のだんの九九をつくろう。 
 



 
 
 
（３）評価 
   
   
具体の評価規準 
 

十分達成 概ね達成 努力を要する児童への 
手立て 

乗法について成り立つ性質を用いて、

九九の構成のしかたについて考えてい

る。〈考〉 

前の九九の積をも

とに３の段の九九

の構成のしかたを

考えることができ

る。（ノート・発言） 

前の九九の積をもと

に３の段の九九を構

成することができ

る。（ノート・発言） 

アレー図や絵を提示し、

３の段の構成を理解さ

せる。（観察・ノート） 
 

 
 
板書計画 
 

 ３のだんの九九をつくろう。 

○        → ３×１＝３ 
 ○○       → ３×２＝６ 
○○○      → ３×３＝９ 
○○○○     → ３×４＝１２ 
○○○○○    → ３×５＝１５ 
 ○○○○○○   → ３×６＝１８ 
○○○○○○○  → ３×７＝２１ 
○○○○○○○○ → ３×８＝２４ 
○○○○○○○○○→ ３×９＝２７ 

 
 
 

まとめ 
一つ前の九九の答えに

３たすとよい。 

３  ×  ９ 
かける数  かけられる数 


